
 

今日は、約３ヵ月ぶりにアバンの活動に参加した。 

さらに試合にも出させていただいた。気持ち的にはワク 

ワクした気持ちもあったが、やはり不安感が強く「大事 

な時にミスしたらどうしよう」というネガティブな 

気持ちもあった。やはり３ヵ月というブランクは大きく、さらに雪の中な

のでボールを足下に抑えることが難しかった。雑なプレーも多かった。足

だけでボールを取りにいったり、勘でパスを出していた。緊張もしていて、

サッカーというものがとても難しく思えた。しかし、後半からは気持ちを

しっかりリセットできたと思います。テクニックではまだまだなので「走

り」や「気持ち」で相手に勝とうと思い後半にいどみました。気持ちが楽

になったせいか、適切な判断もできて、アシストまできめた。また、ＦＷ

としての動きはおとろえていなかったというのが正直な思いだ。間でうけ

たり、長い距離を走って裏でボールを受けたり、ふくらむ動きだったり、

今日は本当に「動き」だけは良かったと思う。 

自分の良さをさらにのばし、明日の試合でもゴールを目指したい。 

 

 

                  〒981-1105               TEL        （月曜日～土曜日） 

アバンツァーレ Jr.サッカークラブ   宮城県仙台市太白区西中田５-９-５-101   022-796-9942 1０時～１９時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ＨＰは「アバンツアァーレ」で検索できます！    文章責任：青木瑞季 aoki@avanzare-sc.com  大兼久源晴 ohganeku@avanzare-sc.com 

２０１４年度の最後の公式戦、クラブユース新

人大会。最終戦は、仙台ＦＣとの対決でした。 

最終戦を仙台ＦＣと戦えたことは少し感慨深いも

のがあります。今まで幾度となく交流試合を重ね、

特に去年は県 1 部リーグでしのぎを削り、夏には

宮城県代表として岩手県で行われたクラブユース

復興支援東北大会に共に出場、続けて秋田県の「海

の家」での合同合宿と、多くの思い出を共有して

います。今回の試合前には異例の「２チームが肩

を組んでの集合写真」をパチリ。試合前だけに「八

百長試合だ～！」とのヤジが飛びました (^-^)〉 

試合はアバンらしいテクニカルなつなぎからの先

制点。ＦＫのリスタートからの失点。逆転負け。 

良いところも悪いところも浮き彫り 

になった試合でした。最終戦にふさ 

わしい相手との、 

次年度につなが 

る、楽しい試合 

だったのではな 

いでしょうか！ 

 

 

「今日を振り返って」今日は最初の１時間、アバンスポーツのお手伝いを

しました。そのときに感じたことがありました。今まで自分は、自分が言

っていることと他のことを相手がしているとつい怒っていました。すぐ「伝

えること」をあきらめてしまっていました。自分は丈と一緒にすぐる君の 

お手伝いをしていて、名前を覚えてもらえなかったけど、 

あきらめなかったら、最後は覚えてくれました。その後の 

ゲームで、その前に「あきらめなかったら自分の伝えたい 

ことも分かる」ということを感じておきながらできなかっ 

たです。自分の意識の問題だと思います。 

これからは意識を高くもち、相手がどの言葉を言われたら 

素直に納得できるかを考えていきたいです。 

「ジュニアユースかわらばん」も７号目！毎回、たくさんの反響を頂き、

徐々に皆様に浸透してきた感があります。コーチの希望として、この「ジ

ュニアユースかわらばん」はジュニアの選手にも見て欲しいです。兄貴分

であるジュニアユース選手の頑張る姿から何かを感じて欲しい。文章はあ

えて多めですが、じっくり読んで将来の自分をイメージし、今なにをやる

べきか考えて欲しい…！というのがコーチの想いです。今後も大人も子ど

もも楽しめる充実した内容のクラブ会報誌を目指していきます！ 

仙台ＦＣ 

代表・越川さん。

お世話になって

います。 

「放課後等デイサービス」とは、小学生～高校生までの発達に心配のある

子供や障害を持つ子供を、学校の放課後や休みの日にお預かりし、生活能

力の向上や訓練を行うものです。１５年間のアバンツァーレで培ってきた

スポーツ指導を活かし指導に取り組み、地域社会に貢献する心づもりです。 

 

 

新チームキャプテン・小島丈くん（中２） 彼は３ヵ月前、練習試合で

鎖骨を骨折。新人戦の予選には出場できませんでした。その彼が満を持し

ての復帰です！中位トーナメントの準決勝、決勝に出場しました。前（中

３）のキャプテンは皆が認める（もうすでに伝説の）キャプテン。彼を超

えるキャプテンシーを丈くんには期待しています。 

下記に紹介するのは、その丈くんの復帰戦直後のサッカーノートです。「サ

ッカーノート」はアバンの選手の大事な取り組み。その中には、様々な悩

みや喜び、彼らの想いがつまっています。まさにその内容は青春の軌跡そ

のものです。コーチの指導経験からも、サッカーノートの質が高い選手は、

成長スピードが早い！ジュニアの選手も参考にして下さい。 

 

新キャプテンの復帰戦

は、これもいつもお世

話になっているＦＣエ

ナブル。悪い環境でも

戦えるタフなハートが

試された試合でした！ 

「アバンツァーレスポーツ仙台ＳＣ」

のチーム活動がスタート。活動目標は

「１０月全国知的障害者サッカー競

技会に参加」「他の団体との交流を行

い、療育の一助とする」です。 

初回と２回目の活動は、ジュニアユー

ス選手がサポート。コーチの目からみ

て、彼らは最高の「コーチ」でした。 

 

表現するなら、源晴コーチの１年目の時より彼

らの方が指導者として上かもしれません。笑顔

で、オープンマインド、優しくて気づかいのあ

る声がけは、普通なかなかできないものです。

コーチその時感じたのは「誇らしい」という気

持ちです。ひょっとすると、これはアバンにし

かできないことかも…、とさえ思えました。 

右のサッカーノートの書き手は、ジュニアユース不動の正ゴールキー

パー、石坂柾人くん。チームメイト、コーチの信頼の厚い選手です。 

身長はＧＫとしては小さいながら、勇気のあるプレー、俊敏性、反応速

度の速さ、ＧＫの技術はもとより、フィールドの技術の高さも備えてい

ます。ただ、コーチが一番素晴らしいと思っているのが、声（コーチン

グ）の質の高さです。命令するのではなく、仲間に気づかせ、考えさせ

るようなコーチング。皆を気持ちを盛り上げる前向きな声がけ。今回、

その彼がサッカーノートに「伝える難しさ」について書きつづっていた

ことが何とも興味深いです。これこそ意識の高さの表れでしょう。 
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皆さんこんにちは。青木コーチです。コーチは年末、

高校時代の仲間たちとフットサルの大会に出場しまし

た。定期的に行われるその大会に、コーチたちチーム

は年に４回くらい出場しています。ただ、毎回おしく

も優勝を逃し、いつも２位や３位といった結果です。

そんなこともあり今回は「必ず優勝してみせる！」と、

チームメイト共々かなり強い気持ちで望みました。 

しかし情けない事に…、夏ぶりの出場ということもあ

り、みんな全く体を動かしていなかったのでだいぶ運

動量は落ちていました…。結果、４試合行って２勝１

敗１分け。またしても３位という成績で終わりました。

正直、自分の中では「うちは絶対に 

優勝できる実力がある」という気持ち 

が強いかったです。ただコーチ自身が良 

くなかった…。運動量、技術面の衰えが 

隠せず、最後まで戦いきれませんでした。 

自分がしっかりと動けていれば優勝でき 

ていました。今回は「気持ちだけでは 

ダメだ」ということを強く学びました。 

コーチはまだまだ若いです(^0^)／ 

まだ成長の余地はあると信じています！ 

これからもジュニアユース選手と汗を 

流し、「成長する」という点でも、選手 

たちの見本となれるように本気でサッカ 

―に取り組みます！ 

 

                〒981-1105               TEL        （月曜日～土曜日） 

アバンツァーレ Jr ユース    宮城県仙台市太白区西中田 5-9-5-101   022-796-9942  １０時～１９時まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ＨＰは「アバンツアァーレ」で検索できます！    文章責任：青木瑞季 aoki@avanzare-sc.com  大兼久源晴 ohganeku@avanzare-sc.com 

アバンジュニアユース「リフティング研究部」

では、「サッカーを楽しむこと」「ボールコントロ

ール技術の向上」を活動目標に、日々鍛錬をつん

でいます。新しいリフト技術を考案したり、何千、

何万回とボールに触れています。 

今回は、部長の川部空輝くんから、リフティング

テクニックの課題を出します！２月中にこの課

題をクリアした選手には…、 

 

を用意しています。 

コーチの前で成功すればクリアです。 

課題「世界一周（アラウンド ザ ワールド）」 

※リフティングしながら、ボールの周りを足で回

すこと。その、「内回し」→「外回し」→「内

回し」つまり３回まわします。 

実際にやっている動画をホームページにアップ

し ま し た ！ ア バ ン 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ の

「What`new」をご覧下さい。 

★「世界一周」のコツ 
①ヒザを曲げたまま回すこと。 

②焦ってボールをこすり上げないこと。タッチは

ゆっくり、足の回転は速く、というイメージで。 

③足首を曲げること（内回しは内側に、外回しは

外側に） 

※ジュニア選手も参加ＯＫ！挑戦者求む！！ 

 

「挨拶」「整理整頓」はジュニア

ユースのみならず、アバンツァー

レジュニアサッカークラブ全体の

重要な取り組みです。普段、コー

チたちは、耳にタコができるくら

い選手に言い続けていることです

が、実は、コーチたち自身も本気

で取り組んでいるのです！ 

まず、コーチたちの一日のはじま

りは「１時間の掃除、整理整頓」

からはじまります。 

 トイレはブラシでこするだけでなく、雑巾で直に丁寧に磨く。机や棚など

重いものでも、動かせるものはどけて掃除する。雑巾を干すときは、裏表、

角をきっちりそろえて干す。すべてにおいて水平、垂直、直角、平行、頭

ぞろえを守る。見えるところはもちろん、見えないところこそきれいにす

る。例えて言うなら、毎日が年末の大掃除のようなものです。 

アバンの大きな方針・哲学は「サッカーは（サッカー以外の部分を含めて）

すべてでうまくなる」です。サッカーの指導者もサッカー以外の部分で向

上すると信じます。選手の皆さん、共に掃除に学び、成長しましょう！ 

「Ｕ１３みちのくリーグ」で、及川大翔くんが右膝半月板損傷の大怪我

を…。手術、入院となってしまいました。彼はジュニア時代、目標として

いた全日本少年サッカー大会も左膝の前十字靱帯の損傷のため出場するこ

とができませんでした。特に最近は、1 年生ながら新チームのスターティ

ングメンバーに名をつらねることが多くなってきただけに…。悔しい気持

ちでいっぱいでしょう。今はケガを治す事に集中するしかない。現在、リ

ハビリに一生懸命はげんでいます。また、自主学習や読書など、とにかく

今やれることを精一杯、積極的に取り組んで欲しいです。一生無傷のサッ

カー選手などいません。ブランクの過ごし方で、強くも弱くもなれるのだ。 

先日、チームメイトが見舞いにかけつけたそうです。特に先輩が多くか

けつけたのが素晴らしいと思いました。仲間はみんな君の事を待っていま

す。余談ですが、彼は現アバン会員の中で一番在籍期間が長い選手です。

年少からアバンに所属しているので、今年度で実にアバン歴１０年目！ 

生粋のアバンっ子の復帰をみんなが待ち望んでいます。 

 

年末は一人一人の個人面談を実施。２０１５年の目標を立てました。 

インフルエンザでできなかった選手の自宅にも訪問し、やり切りました。

２０１４年蹴り納めはこれもお世話になっている仙台中田さんと練習試

合。アバンの受験生もこの日はたくさん来てくれました（少し太ったかも

…。）そして大学生になった１期生が律儀に挨拶に来てくれました！！ 
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